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CDCA3
CDCA3; C8; GRCC8; TOME1; Cell division cycle-associated protein 3; Gene-rich cluster
protein C8; Trigger of mitotic entry protein 1; TOME-1
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	ドメイン:KEN ボックスは、APC/C-Cdh1 複合体との結合に必要です。,機能:有糸分裂開始に必要な F ボックス様タンパク質。G2/M 期における WEE1 キナーゼのユビキチン化および分解を媒介する E3 リガーゼ複合体に関与することで作用します。,経路:タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,PTM:DNA 損傷時にリン酸化されます (おそらく ATM または ATR による)。,PTM:APC/C-Cdh1 複合体によってユビキチン化および分解されます。,サブユニット:SKP1A と相互作用します。SCF (SKP1-cullin-F ボックス) タンパク質リガーゼ複合体の一部です。,ドメイン:KEN ボックスは、APC/C-Cdh1 複合体との結合に必要です。,機能:有糸分裂開始に必要な F ボックス様タンパク質。 G2/M期におけるWEE1キナーゼのユビキチン化と分解を媒介するE3リガーゼ複合体に関与することで作用する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,PTM：APC/C-Cdh1複合体によってユビキチン化および分解される。,サブユニット：SKP1Aと相互作用する。SCF（SKP1-cullin-F-box）タンパク質リガーゼ複合体の一部。,
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	CDCA3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	CDCA3抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CdcA3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

